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財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
は
五
月
二
十
八

H

、
理
事
会
を
開
き
①
人

事
②
平
成
元
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
③
平
成
二
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算

に
つ
い
て
審
議
し
た
。

冒
頭
、
田
中
龍
夫
理
事
長
か
ら
「
任
期
途
中
で
あ
る
が
一
身
上
の
都
合
も
あ
り
、

こ
の
際
‘
一
区
切
り
を
つ
け
た
く
後
任
に
、
当
財
団
の
生
み
の
親
で
あ
り
、
国
会

副
理
事
長
に
前

mm梃
竺
一
郎
氏

前田福三郎新副理事長

田
中
龍
夫
氏
は
顧
問
に

理

事

長

に

佐

藤

隆
氏

佐藤 隆新理事長

-2 -



依田 直氏 広瀬次雄氏 西野世界氏 斉藤伸雄氏 近

新

理

事

近

公
正
取
引
協
議
会
会
長
）

新

理

事

に

次

の

五

氏

（

五

十

音

順

）

若
手
財
界
人
の
前
田
理
事
を
推
挙
し
た
い
」

と
発
言

設
立
当
初
の
出
資
者
の
中
か
ら
日
本
電
波
塔
社
長
で
、

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
後
任
の
副
理
事
長
に
は

得
ら
れ
れ
ば
こ
こ
一
年
を
メ
ド
と
し
て
私
が
理
事
長

長
職
は
本
来
な
ら
ば
、

も
う
少
し
若
手
の
鹿
野
理
事

も
顧
問
兼
理
事
と
し
て
ご
指
導
賜
わ
り
た
い
。

理
事

後
任
に
推
さ
れ
た
佐
藤
隆
副
理
事
長
は
「
田
中
理

事
長
は
初
代
理
事
長
と
し
て
、
ま
た
元
文
部
大
臣
、

て
お
り
、

し
て
こ
ら
れ
た
役
割
り
、

元
総
理
府
総
務
長
庁
官
、
元
通
産
大
臣
も
歴
任
さ
れ

創
立
以
来
、
本
協
会
で
田
中
理
事
長
の
果

功
績
は
大
き
く
、
今
後
と

に
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
本
協
会
基
金
の
拡

充
と
い
う
至
上
命
題
を
抱
え
て
い
る
折
、
ご
賛
同
が

了
承
さ
れ
た
。

寄
附
行
為
の
規
程
（
役
貝
）

こ
の
あ
と
、
財
団
の
機
能
を
強
化
拡
充
す
る
た
め

に
削
り
、
役
貝
数
を
現

在
の
十
五
名
か
ら
二

0
名
と
し
、
新
理
事
に
次
の
五

氏
を
新
理
事
長
が
指
名
、
選
出
さ
れ
た
。

泰
男
（
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
事
務
局
長
）

斉
藤
伸
雄
（
和
光
証
券
株
式
会
社
会
長
）

西
野
世
界
（
国
際
協
力
事
業
団
理
事
）

広
瀬
次
雄
（
杜
団
法
人
‘

全
国
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー

が
あ
り
、
満
場
一
致
で
了
承
し
た
。

る
佐
藤
隆
副
理
事
長
に
ご
就
任
頂
き
た
い
」

と
発
言

議
貝
随
一
の
人
口
問
題
通
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ

- 3 -



国
際
人
口
問
題
議
貝
懇
談
会
は
‘

直
（
束
京
電
力
株
式
会
社
副
社
長
）

五
月
二
十
―
―
一
日
、

福
田
赳
夫
・
元
首
相
の
国
会
議
貝
勇
退
に
伴
う
会
長
人
事
を
初
め
一
連
の
役
貝
人

事
と
、
同
年
度
の
国
連
人
口
基
金

(
U
N

F
P
A
)
予
算
、
平
成
元
年
度
活
動
報
告

（
参
議
院
議

清
水
嘉
与
子
事
務
局
次
長

貝
•
自
民
）
が
司
会
、
佐
藤
隆
会
長
代
理

（
衆
議
院
議
貝
・
自
民
）
が
座
長
と
な
り
、

会
長
に
安
倍
晋
太
郎
氏
（
衆
議
院
議
貝
．

自
民
）
を
推
薦
、
万
場
一
致
で
決
定
し
た
。

引
続
き
、
筆
頭
副
会
長
に
井
上
普
方
氏

（
衆
議
院
議
貝
・
社
会
）
、
副
会
長
に
阿

部
昭
吾
（
同
・
社
民
連
）
、
矢
追
秀
彦
（
同
・

公
明
）
、

三
治
重
伯
（
同
・
民
社
）
を
推

画
並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

並
び
に
収
支
報
告
、
平
成
二
年
度
活
動
計

人口問題は全人類の問題＝国際人口問題議員懇談会の総会

平
成
二
年
度
総
会
を
開
き
、

安倍晋太郎会長

国
際
人
日
間
題
議
員
懇
談
会

会
長
に
安
倍
晋
太
郎
氏

依
田

-4 -



三治重信氏 井上普方氏

阿部昭吾氏

矢追秀彦氏

福田赳夫氏

安倍晋太郎氏

; 

佐藤 隆氏

名誉会長

会

会長代埋

箪頭副会長

副

副

副

hヽ
ユ又

会

会

長

長阿部昭吾

（進歩民主連合・衆）

長

長

代表幹事

代表幹事代理
事務局長

-
0
田ー 田 赳 夫

安倍晋太郎

（自民党・衆）

佐藤 隆

（自民党・衆）

井上普方

（社会党・衆）

矢追秀彦

（公明党・ 衆）

三治重信

（民社党・参）

鹿野道彦

（自民党・衆）

石井一二

（自民党・参）

マ
ー
ラ
ー
氏
が
別
項
の
よ
う
な
挨
拶
を
述
べ
た
。

変
化
し
て
い
く
推
定
数
も
出
る
賞
重
な
電
卓
型

が
配
布
さ
れ
た
。

世
界
人
口
や
各
国
の
人
口
が
瞬
時
に
し
て
解
り

一
分
毎
に

活
動
計
画
な
ど
を
了
承
、

U
N
F
P
A
か
ら
の

万
場
一
致
で
了
承
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
予
算
、

一
九
九

0
版
」
と
、

務
局
長
に
石
井
―
ニ
・
外
務
政
務
次
官
（
参
議
院
議
貝
・
自
民
）

の
再
任
を
諮
り

挙、

代
表
幹
事
に
は
引
続
き
鹿
野
道
彦
氏

（
同
•
自
民
）
、

代

表

幹

事

代

理

兼

事

「
人
ロ
カ
ー
ド
」

「
人
口
白
書

U
N
F
P
A
サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
代
読
の
の
ち
、
来
賓
と
し
て

出
席
し
た
国
際
家
族
計
画
連
盟
事
務
局
長
で
元

W

H

O
事
務
局
長
の
ハ
ー
フ
ダ
ン

- 5 -



会
の
新
会
長
に
な
ら
れ
た
安
倍
先
生
に
、

心
か
ら
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

安
倍
新
会
長
そ
し
て
前
任
の
二
人
の
会
長
、
岸
信
介
先
生
と
福
田
赳
夫
先
生
を

は
じ
め
と
す
る
、
国
際
人
口
問
題
議
貝
懇
談
会
の
会
貝
の
皆
様
の
広
い
見
識
に
支

え
ら
れ
、

人
口
と
開
発
関
係
の
重
要
性
は
国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
、

い
つ
も
前
面
に
立
ち
、

特
に
日
本

日
本
の
人
達
そ
し
て
日

し
ば
し
ば
微
妙
で
人
気
が
な
く
‘

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
斬
新
な
考
え
を

こ
の
国
際
人
口
問

私
自
身
は
ま
だ
お
つ
き
あ
い
は
長
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

さ
に
そ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
役
割
を
果
さ
れ
て
い
る
と
世
界
中
が
認
め
る
グ
ル
ー
プ

私
ど
も
は
福
田
赳
夫
先
生
が
国
際
人
口
問
題
議
貝
懇
談
会
の
名
誉
会
長
に
な
ら

れ
た
と
伺
い
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
福
田
先
生
の
人
口
問
題
に
対
す
る
‘

そ
し
て
惜
し
み
な
い
ご
支
援
に
よ
り
福
田
先
生
は
今
や
人
口
問
題
の
但

界
的
な
代
弁
者
の
一
人
と
な
ら
れ
た
事
も
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

誤
解
さ
れ
易

絶
え

私
自
身
も
ま
た

I
P
P
F
の
事
務
局
長
と
し
て
は
経
験
が
浅
い
の
で
す
が
、
本

間
な
い
、

だ
と
思
い
ま
す
。

題
議
貝
懇
談
会
は
‘

長
年
に
わ
た
り
力
強
い
ご
支
援
を
下
さ
っ
て
い
る
、

ま

ヽ

に
対
し
私
が
現
在
事
務
局
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
、
国
際
家
族
計
画
連
盟

(
I
P
P
F
)

持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

い
問
題
に
つ
い
て
、

本
政
府
は

こ
の
人
口
と
い
う

政
府
の
中
で
政
治
的
な
重
要
課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
て
ご
来
賓
の
皆
様
、
本
日
、

ご
挨
拶
の
は
じ
め
に
、
国
際
人
口
問
題
議
貝
懇
談

安
倍
晋
太
郎
先
生
、
佐
藤
隆
先
生
、

他球・

日本の

協1

は
じ
め
ご
来
席
の
国
会
議
貝
の
皆
様
、

.. フ;-'~ ・マーラー

そ

-心_,,,ユ'""ユ"''""'""'''"、.,..,,,,,.,可

人類の！！ 

だめに S 

］を一一＿！
！ 

I 

•1 ハーフダンて フ ： 
！ 

国際家族計:::長 1 

(Ip p F) I 
-口..冨い'ダ叫・"'"・'・"'・'・・'ふ........! 
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し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
の

I
P
P
F
に
お
い
て
の
私
の
最
大

が
こ
の
課
題
に
挑
み
つ
つ
も
、

過
去
の
四

0
年
間
に
わ
た
る
戦
い
の
結
果
、

疲
労

私
は
こ
の
重
大
な
挑
戦
の
時
に

I
P
P
F
に
参
加
し
、

な
発
展
を
す
る
た
め
に
は
大
き
な
脅
威
と
な
り
ま
す
。

す
る
か
を
決
定
し
ま
す
。

こ
の
一

0

0
億
と
い
う
最
低
の
数
字
で
す
ら
持
続
可
能

倍
に
な
る
か

ま
た
一
五

0
億

今

日

の

恨

界

人

口

の

約

三

倍

に

な

っ

て

静

止

こ
の
課
題
に
挑
む

U
N
F
P
A
が
組
織
と
し
て
失
敗
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

単
に
我
々
や
委
託
者
で
あ
る
皆
様
に
対
す
る
義
務
を
果
せ
な
い
ば
か
り
か
‘

1
0
年
間
に
我
々
に
支
援
を
求
め
て
く
る
三
億
五
千
万
の
女
性
や
夫
婦
に
対
し
て
、

希
望
を
か
な
え
て
あ
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

か
否
か
が
、
来
世
紀
世
界
の
人
口
が
約
一

0

0
億
|
|
ー
今
日
の
世
界
人
口
の
約
二

組
織
と
し
て

I
P
P
F

こ
の

そ
れ
は

的
‘
論
理
的
、

技
術
的
そ
し
て
財
政
的
挑
戦
で
あ
り
ま
す
。

も
し

そ
し
て
皆
様
か
ら
こ
の
歴
史
的
な
事
業
を

（
国
連
人
口
基
金
）

I
P
P
F
や

委
託
さ
れ
て
い
る

I
P
P
F
や

U
N
F
P
A

に
と
っ
て
政
治

こ
れ
は
国
会
議
貝
の
皆
様
に
と
っ
て
、

例
の
な
い
、

暴
力
な
し
で
は
決
し
て
回
復
し
な
い
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

な
資
源
に
異
常
な
圧
迫
を
与
え

そ
れ
は
持
つ
者
と
持
た
ざ
る
も
の
と
の
間
の
前

と
し
た
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
、
世
界
の
人
口
は
現
存
す
る
、
そ
し
て
将
来
可
能

問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
一

0
年
間
に
我
々
が
は
っ
き
り

で
き
な
け
れ
ば
‘

私
の
考
え
で
は

こ
の
宇
宙
船
地
球
号
は
将
来
解
決
で
き
な
い

抱
え
る
課
題
は
明
白
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
我
々
が
こ
の
課
題
に
適
切
に
対
処

ヽ

い
ま

一
九
九

0
年
代
|
|
ー
今
世
紀
の
最
後
の
一

0
年

に

入

り

、

我

々

の

で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

私
見
で
す
が
、

女
性
の
地
位
と
権
利
に
対
す
る
問
題
意
識
が

私
が

I
P
P
F

画
の
軍
要
性
を
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

る
問
題
で
す
。

こ
れ
は
他
の
多
く
の
分
野
と
関
連
し
て
い

貧
し
い
も
の
』

と
の
間
の
非
常
な
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
の

事
務
局
長
と
し
て
の
経
験
か
ら
、

世
界
が
今
日
直
面
し
て
い
る

日
こ
こ
に
ご
出
席
の
先
生
方
と
同
じ
く
、

『
富
め
る
も
の
と

人
口
と
家
族
計

私
が
こ
の
職
に
就
く
以
前
の

W

H

O
の
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組
織
を
活
性
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
現
在
推
進
さ
れ
て
い
る
家
族
計

我
々
は

い
ま
す
。

こ
の
資
質
が
得
ら
れ
る
か
否
か
が
も
う

つ
の
課
題
で
す
。

と
じ

J

ム
日
2
4
ノ

ら
で
す
。

家
族
計
画
を
最
も
必
要
と
し
て
い
な
が
ら
、
そ
の
恩
恵
に
欲
せ
な
い
人

低
い
こ
と
が
、

っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

と
い
い
ま
す
の
は
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
の
質
が

働
巻
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

質
の
悪
い
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
に
も
目
を
つ
ぶ

れ
ま
す
。

ら‘ と
を
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

い
く
つ
か
の
開
発
途
上
国
は
高
い
人
口
成
長
率
が
持
続
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら

こ
の
よ
う
な
国
々
で
は
政
府
が
自
己
満
足
か
ら
抜
け
出
す
よ
う
我
々
が

人
々
が
熱
心
に
諸
手
を
あ
げ
て
多
く
の
避
妊
そ
し
て
出
生
抑
制
に

関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
歓
迎
し
な
い
大
き
な
理
由
の
一

つ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か

々
の
要
求
に
応
え
る
た
め
に
‘
我
々
は
適
切
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
管
理
・
運
営
の

そ
し
て
技
術
的
な
能
力
と
い
っ
た
人
的
資
源
に
係
る
も
の
を
必
要
と
し
て

I
P
P
F
が
も
っ
と
前
向
き
の
戦
略
が
作
れ
る
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
九

0
年
代
の
挑
戦
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
変
え
て
行
か
な
け
れ

薬
品
の
使
用
率
が
、

現
在
で
は
約
四
五
％
に
伸
び
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が

開
発
途
上
諸
国
に
お
い
て
は
五
％
で
あ
っ
た
避
妊
器
具

我
々
全
貝
は

一
九
六

0
年
代
の
初
め
に
予
期
し
た
以
上
の
成
果
を
挙
げ
た
こ

ま
す
。

自
ら
が
、

そ
の
果
す
べ
き
役
割
と
活
動
の
優
先
順
位
を
つ
け
る
よ
う
鼓
舞
し
て
い

字
軍
が
一
三

0
全
て
の
家
族
計
画
協
会
を
巻
き
込
む
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

我
々
は
各
国
の
家
族
計
画
協
会
が
九

0
年
代
の
難
し
い
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に

一
九
九
二
年
迄
に
は
四

0
ヶ
国
、
そ
し
て
一
九
九
五
年
ま
で
に
は
こ
の
倫
理
の
十

す。

現
在
、
国
の
レ
ベ
ル
で
は
六
ヵ
国

I
P
P
F
本
部
、

に
お
よ
ぶ
各
国
の
家
族
計
画
協
会
に
我
々
の
支
援
を
絶
望
的
な
ま
で
に
必
要
と
し

て
い
る
何
百
万
と
い
う
人
々
に
対
し
て
行
う
新
し
い
倫
理
的
な
責
任
感
を
吹
き
込

む
こ
と
で
す
。

み
を
通
し
て
活
力
と
想
像
力
を
復
活
す
る
た
め
の
多
く
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

の
課
題
は
‘

I
P
P
F
の
設
立
四

0
周
年
を
迎
え
る

私

は

現

在

「

家

族

計

画

の

挑

戦

九

0
年
代
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
呼
ぶ
試

そ
し
て
特
に

I
P
P
F
に
加
盟
し
て
い
る
一
三
〇
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有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て

J
L
0
年
代
が
求
め
る
よ
う
な
指
導
的
役
割
を
果
せ
る
よ
う
我
々
自
身

日
本
は
家
族
計
画
運
動
に
お
い
て
常
に
最
先
端
を
行
く
パ
イ
オ
ニ
ア
の
一
人
で

あ
り
ま
す
。

の
先
生
方
に
も
再
び
指
導
的
役
割
を
果
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

能
な
社
会
・
経
済
的
発
展
を
遂
げ
る
の
に
必
要
な
資
源
を
確
保
し
て
い
た
だ
＜
責

私
ど
も
は
世
界
各
国
の
家
族
計
画
協
会
が
再
び
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
に
目
覚
め
ー

p
p
F
が
設
立
四

0
周
年
を
祝
う
一
九
九
二
年
に
は
‘

す
べ
く
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
い
る
と
‘
言
え
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

安
倍
会
長
‘

九

0
年
代
の
課
題
に
対
処

最
後
に
も
う
一
度
会
長
ご
就
任
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
本
日
こ
こ
に
ご
出
席
下
さ
い
ま
し
た
、
国
際
人
口
問
題
議
貝
懇
談
会
の
会

貝
の
先
生
方
に
こ
の
極
め
て
厘
要
な
世
界
の
変
革
の
流
れ
に
対
す
る
ご
支
援
に
心

任
が
皆
様
方
に
は
あ
る
と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

体
に
対
す
る
責
任
と

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
、

た

っ
た

つ
の
地
球
が
持
続
可

が
参
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
単
に
財
政
的
な
面
で
の
ご
協
力
の
み
な
ら
ず
、
人
類
全

い
ま
や
、

世
界
の
人
口
間
題
を
解
決
す
る
た
め
に

こ
こ
に
ご
出
席

を
変
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ん。 ば
な
り
ま
せ
ん
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
の
向
上
も
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
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島
よ
り
流
れ
寄
る
椰
子
の
実
」
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、

米
を
主
食
と
す
る
点

私
は
浅
学
に
し
て
詳
ら
か
に
で
き
な
い
か

な
違
い
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

マ
ジ
ェ
ラ
ン
上
陸
以
前
の
フ
ィ
リ
ピ

動
き
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
歴
史
の
上
で
は
決
定
的
な
要
素
と
な
り
‘
両
国
に
大
き

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

に
売
り
渡
さ
れ
、
当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
独
立
運
動
も
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
弾
圧
さ

敗
戦
国
ス
ペ
イ
ン
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
文
字
通
り
ア
メ
リ
カ

な
っ
て
い
る
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
は
同
じ
ア
メ
リ
カ
の
拡
張
政
策
が
米
西

ま
た フ

ィ
リ
ピ
ン
の
農
業
開
発
と
森
林
自
然
環
境

の
島
嶼
国
で
あ
り
、

（
東
京
大
学
農
学
部
助
教
授
）

両
国
と
も
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の

環
太
平
洋
火
山
帯
上

地
震
国
で
あ
る
。
本
年
の
七
月
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
地
震
に
よ

種
子
島
の
伝
来
な
ど
外
的
な

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
拡
張
政
策
の
日
本
史
上
の
表
れ
と
言
え
る
が
、

日
本
に
お
け
る
近
代
へ
の
転
換
点
で
は
黒
船
の
到
来
が
一

戦
争
と
し
て
表
れ
、

つ
の
契
機
と

日
本
史
に
お
い
て
近
世
へ
或
は
近
代
へ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
世
界
史
上
の

ン
の
歴
史
を
‘

「
名
も
知
ら
ぬ
遠
き

場
合
に
は
‘

三

0

0
年
余
に
わ
た
る
ス
ペ
イ
ン
の
支
配
と
な
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

影
響
が
大
き
か
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
は
大
航
海
時
代
の
ス
ペ
イ
ン

こ
な
る
。

J
 

日
本
史
の
近
世
へ
の
転
換
点
に
お
い
て

こ
う
し
た
地
理
的
な
近
似
性
は
、
歴
史
の
上
で
も
共
通
因
子
を
も
た
ら
す
こ
と

る
被
災
も
記
憶
に
新
し
い
。

ま
た
東
に
は
日
本
海
溝
、
或
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
溝
が
控
え
、

東
の
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
に
あ
り
、

台
風
の
通
り
道
に
位
置
し
た
台
風
国
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
日
本
は
地
理
的
に
似
て
い
る
。

'"""""' 

ヽ

は
じ
め
に
ー
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
日
本
は
似
て
い
る

I

永

田

信
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げ
、
八

0
年
代
は
経
済
後
退
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
八

て
き
て
い
る
。

こ
う
し
て
数
字
だ
け
を
見
て
く
る
と
‘

フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
は
良
く

経
済
全
体
と
は
ば
変
わ
ら
な
い
率
で
成
長
し

農
林
水
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
は
各
年
代
を
そ
れ
ぞ
れ
四
・
―
―
-
％

に
は
一
・
三
％
に
滅
少
し
て
い
る
。

六

0
年
代
、
七

0
年
代
に
は
経
済
全
体
の
成
長

八

0
年
代

よ
そ
マ
イ
ナ
ス

0
・
五
％
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

成
長
率
は
六

0
年
代
は
年
率
二
％
程
度
、

七

0
年
代
は
三
％
台

八

0
年
代
は
お

い
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

何
れ
に
せ
よ
‘

は
二
•
四
％
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
公
式
推
計
値
で
、
実
際
に
は
こ
れ
よ
り
高

六

0
年
代
の
三
％
か
ら
徐
々
に
下
が
り

に
六
・
三
％
で
あ
っ
た
が

八

0
年
代
に
入
っ
て
二

・
O
％
へ
と
落
ち
込
ん
で
い
る
。

で
あ
る
と
か
、
言
語
上
で
も
ア
イ
ウ
エ
オ
の
五
母
音
を
共
通
す
る
と
か
い
っ
た
幾

思
わ
れ
る
。

少
々
前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
論
に
移
ろ
う
。

経

済

開

発

の

動

向

ー

一

九

八

0
年
代
の
経
済
停
滞

I

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
経
済
成
長
率
は
年
率
で
一
九
六

0
年
代
に
五
•
一
％
、
七
0
年
代

八

0
年
代
は
八
二
年
か
ら
八
六
年
の
経
済
後
退
期
と
そ
の
後
の
回
復
期
に
分
け
ら

れ
る
が
、

こ
こ
で
は
八

0
年
代
と
し
て
括
っ
て
話
を
し
よ
う
。

人
口
の
年
成
長
率
は
、

は
六

0
年
代
に
六

・
O
％、

産
業
別
に
成
長
率
を
見
る
と
、
製
造
業
を
中
心
と
す
る
第
二
次
産
業
の
成
長
率

七

0
年
代
に
八
・
七
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、

を
確
か
に
牽
引
し
て
い
た
が
、

と
見
て
取
れ
る
。

産
業
の
中
間
的
な
成
長
率
を
示
し
、

八

0
年
代
で

一
人
あ
た
り
の

G
N
P

八

0
年
代
に
は
か
え
っ
て
足
を
引
っ
張
っ
て
い
た

四
・
九
％
、

ニ
・
五
％
で
成
長
し
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
第
三
次
産
業
は
第
一
次
産
業
と
第
二
次

も
悪
く
も
第
二
次
産
業
に
規
定
さ
れ
て
七

0
年
代
ま
で
は
快
調
な
経
済
成
長
を
遂

0
年
代
の
経
済
後
退
は
そ
れ
以
前
の
経
済
成
長
と
無
関
心
に
起
き
た
わ
け
で
は
な

二、

つ
か
の
共
通
点
に
は
‘

お
そ
ら
く
よ
り
以
前
の
歴
史
の
中
に
源
泉
が
あ
る
よ
う
に
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い
こ
と
に
な
る
。

一
九
七

0
年
代
の
債
務
の
累
積
で
あ
り
、

経

済

成

長

立
て
た
訳
だ
が
、

の
無
駄
は
避
け
よ
う
も
な
い
。

繊
維

さ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
一
九
七

0
年
代
の
輸
出
促
進
工
業
化
で
あ
る
が
、

こ
れ
は

し
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
輸
入
代
替
工

出
に
需
要
先
を
見
い
だ
す
こ
と
で
あ
る
。

す
る
分
野
を
開
発
す
る
の
に
は
限
度
が
有
る
。

も
う

つ
考
え
ら
れ
る
の
が
、

輸

天
井
に
達
し
行
き
詰
ま
る
こ
と
に
な
る
。

行
き
詰
ま
り
打
開
の
た
め
に
、
例
え
ば

法
が
発
令
さ
れ
七

0
年
代
に
は

入
代
替
工
業
化
」
が
進
展
し
た
。

六
七
年
の
投
資
奨
励
法
、

そ
れ
ま
で
の
輸
入
工
業
品
を
国
産
で
代
替
し
て
行
く
「
輸

こ
の
こ
と
を
す
こ
し
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
て
お
こ
う
。

一
九
六
二
年
に
為
替
管
理
が
廃
止
さ
れ
鉱
業
お
よ
び
農
業
の
収
益
が
改
善
さ
れ

た
が
、
製
造
業
に
関
し
て
は
為
替
管
理
の
廃
止
に
代
わ
っ
て
高
関
税
が
産
業
保
護

の
目
的
で
設
け
ら
れ
、

一
般
に
輸
入
代
替
工
業
化
は
国
内
需
要
を
国
内
生
産
で
賄
え
る
よ
う
に
な
る
と

軽
工
業
か
ら
重
工
業
へ
、

る
産
業
や
分
野
を
展
開
し
て
行
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

国
内
生
産
が
充
分
に
発
達
す
れ
ば
、
国
際
競
争
力
も
付
き
輸
出
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
期
待
で
き
る
し
、
国
外
需
要
は
奥
が
深
い
。

業
化
は
通
常
国
内
産
業
保
護
政
策
、

ヽ

お
り
ら
で
あ
り
、

「
輸
出
促
進
型
の
工
業
化
」

七

0
年
の
輸
出
奨
励

が
押
し
進
め
ら
れ
た
。

あ
る
い
は
消
費
財
工
業
か
ら
資
本
財
工
業
へ
と
代
替
す

、

し
か
し

次
々
に
移
行

典
型
的
に
は
為
替
管
理
や
高
関
税
に
よ
っ
て

こ
う
し
た
政
策
が
必
要
で
あ
る
の
は
当
該
産
業
に
国
際
競
争
力
が
な
い
か

国
内
生
産
の
量
的
な
拡
大
の
み
で
は
輸
出
の
可
能
性
を
な
ん
ら
保
証

輸
入
代
替
の
天
井
に
達
し
た
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

の
国
内
需
要
に
占
め
る
輸
入
割
合
は
六
九
年
に
四

0
％
で
あ
り
、

あ
る
七
四
年
に
は
二
三
％
に
下
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
五
年
後
で

国
際
競
争
力
の
無
い
ま
ま
工
業
品
輸
出
を
図
れ
ば
、
非
効
率
的
な
生
産
、

の
中
身
だ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

経

済

対
外
債
務
を
背
負
う
こ
と
で
輸
出
品
生
産
工
場
を

と
て
も
債
務
の
支
払
い
を
行
う
に
足
る
生
産
を
す
る
に
到
ら
な

こ
れ
が
、

し‘ 
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中
で
も
稲
作
の
持
つ
意
味
は
、

べ
き
で
あ
ろ
う
。

菜
や
肉
の
消
費
は
ま
だ
少
な
い
。

こ
う
し
た
庶
民
の
生
活
を
考
え
る
と
‘

生
産
統
計
数
値
に
表
れ
る
以
上
に
大
き
い
と
い
う

農
業

る
食
事
同
様
、

米
を
主
食
と
し
副
食
に
庶
民
は
干
し
魚
な
ど
を
食
べ
て
い
る
。

野

農
業
生
産
が
稲
作
中
心
で
あ
れ
ば
、
食
事
の
基
礎
は
米
で
あ
る
。

日
本
に
お
け

る。
生
産
額
の
三
八
•
六
％
を
占
め
て
い
る
。

米
に
限
っ
て
言
え
ば
、

二
六
•
八
％
で
あ

ロ
コ
シ
の
生
産
は
、

生
産
額
評
価
で
一
九
八
九
年
に
畜
産
水
産
を
含
め
た
農
業
総

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
農
業
の
甚
礎
は
稲
作
に
あ
り
と
し
て
大
過
無
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
主
要
食
料
穀
物
だ
が

大
凡
の
把
握
に

は
日
本
を
含
め
た
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
に
共
通
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
農
業
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
米
で
あ
る
。

が
理
解
で
き
よ
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
民
福
祉
に
お
け
る
農
業
開
発
の
重
要
性

一
次
産
業
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

貧
困
層
が
農
業
に
多
い
こ
と

門
の
労
慟
力
に
占
め
る
重
要
性
で
あ
り
、

現
在
も
お
よ
そ
半
数
が
農
業
な
ど
の
第

代
お
よ
び
七

0
年
代
の
）

工
業
化
の
雇
用
吸
収
力
の
弱
さ
で
あ
り
、
前
述
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
工
業
化
の
問
題
点
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

を
併
せ
て
考
え
る
と
‘

こ
の
こ
と

多

少

の

例

外

も

あ

っ

て

米
と
ト
ウ
モ

今

つ
は
農
業
部

こ
う
し
た
数
字
か
ら
大
凡
二
つ
の
点
が
注
目
さ
れ
る
。

―
つ
は

（
特
に
六

0
年

一
次
産
業
は
六
一
％
か
ら
四
八
％
へ
の
減
少
、
第
二
次
産
業
は
一
四
％
か
ら
一
七
％

へ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
第
三
次
産
業
は
二
五
％
か
ら
三
五
％
へ
の
増
大
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
労
働
力
は
、
同
じ
く
六

0
年
と
八
九
年
に
つ
い
て
み
る
と
、
第

が
少
な
い
。

三
％
へ
増
大
し
て
い
る
。

第
三
次
産
業
は
一
―
―
六
％
か
ら
四

0
％
へ
と
比
較
的
変
化

第
一
次
産
業
は
三
六
％
か
ら
二
七
％
へ
減
少
し
、
第
二
次
産
業
は
二
八
％
か
ら
一
―
―

部
門
別

G
D
P
シ
ェ
ア
を
見
よ
う
。

一、

一
九
六

0
年
と
八
九
年
の
値
を
示
す
と
‘

農

業

開

発

の

動

向

ー

米

の

自

給

を

め

ぐ

っ

て

1
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あ
る
も
の
の
、
大
ま
か
に
は
ほ
ぼ
一
定
と
考
え
て
よ
く

ぼ
お
な
じ
割
合
の
増
大
で
あ
る
。

一
人
当
り
の
消
費
最
を
見
る
と
多
少
の
増
大
は

人
口
は
八
几
年
に
六

0

1
0
万
人
に
約
四
分
の
一
増
大
し
、

生
産
量
の
増
大
と
は

増
大
に
む
し
ろ
主
因
が
在
る
と
い
え
よ
う
。

八

0
年
に
四
八
三
二
万
人
で
あ
っ
た

八

0
年
代
も
生
産
は
増
大
傾
向
に
あ
る
の
で
、

こ
の
相
対
的
な
後
退
は
需
要
の

る。

消
費
量
五
三
九
•
六
万
ト
ン
の
三
•
五
％
に
相
当
す

入
が
さ
れ
て
い
る
。

輸
入
が
常
態
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

八
七
年
を
除
い
て
毎
年
米
の
輸

ヽ

し
か
し

近
年
は
再
び
米
の

衡
ラ
イ
ン
に
達
し
、

七

0
年
代
後
半
に
な
り
よ
う
や
く
生
産
が
需
要
を
上
回
っ
て

0
年
代
中
ご
ろ
ま
で
米
の
輸
入
国
で
あ
っ
た
も
の
が

七

0
年
代
前
半
に
自
給
均

性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

八
九
年
に
は
米
の
収
穫
面
積
は
三
五

0
て
一
九
六

万
ha
で、

反
収
は
二
・
七

O
t
/
h
a
と
な
っ
た
。

本
に
効
率
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

八
九
年
に
は
米
の
収
穫
面
積
は
三
五
〇

性
の
増
大
が
目
標
と
さ
れ
、

価
格
支
持
な
ど
の
規
則
の
緩
和
と
地
方
分
権
化
を
基

一
九
八

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
農
業
政
策
で
は

土
地
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
、
八

0
年
に
収
穫
面
積
は
む
し
ろ

な
か
っ
た
。

そ
の
後
は
耕
作
地
の
増
大
を
図
る
よ
り
潅
漑
の
整
備
な
ど
を
通
し
て

積
は
三
六
三
万

ha
と
増
大
し
た
が
反
収
は

一
•
六
三
t
/
h
a
と
は
と
ん
ど
変
わ
ら

上
げ
る
と
い
う
よ
り
外
延
的
に
生
産
増
大
が
実
現
さ
れ
、

年
か
ら
の
稲
作
開
発
計
画

(
M
a
s
a
g
a
n
a
九
九
）

で
は
、
初
め
は
土
地
生
産
性
を

一
万

ha
で
反
収
一
・
六
八

t
/
h
a
と
な
っ
た
。

七

き
た
。 六

0
年
代
の
稲
作
は
高
収
量
品
種
の
導
入
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ

六
五
年
の
米
の
収
穫
面
積
三
二

0
万

ha
で
‘
反
収
一
・
ニ
五

t
/
h
a
で
あ
っ

た
も
の
が
、
七

0
年
に
は
三
一

七
七
年
よ
り
八
三
年
ま
で
米
の
輸
出
国
と
な
っ
た
。

九
万
ト
ン
の
輸
入
で
あ
り
、

八
四
年
以
降
‘

七
五
年
の
米
の
収
穫
面

滅
少
気
味
で
三
四
七
万

ha
と
な
っ
た
が
、
反
収
は
ニ
・
ニ

O
t
/
h
a
と
増
大
し
て
い
る
。

農
民
の
所
得
増
大
と
生
産

前
述
の
よ
う
に
戦
後
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
作
は
耕
地
の
拡
大
な
い
し
土
地
生
産

数
量
的
に
は
八
四
年
か
ら
八
九
年
の
六
年
間
に
年
平
均
一
八
・

八

0
年
代
の
年
平
均
一

は
八
割
を
越
す
導
入
率
）
、

土
地
生
産
性
の
上
昇
を
通
し
て
生
産
量
が
上
昇
し
て

（
今
日
で

性
の
向
上
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
確
実
に
生
産
量
を
増
大
し
て
き
た
。

こ
う
し
て
一
九
六
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林
の
定
義
の
問
題
に
な
る
が
、

最
近
西
ド
イ
ツ
の
協
力
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ

で
い
る
か
ど
う
か
は
‘

統
計
の
精
度
や
ど
こ
ま
で
の
疎
林
を
森
林
に
含
む
か
の
森

無
立
木
で
な
い

「
森
林
」

と
い
う
把
握
で
、

生
態
学
上
の
森
林
を
的
確
に
掴
ん

っ
た
面
で
の
重
要
性
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

っ
た
林
業
も
、

今
日
で
は
む
し
ろ
環
境
の
保
持
、

地
域
住
民
の
生
活
の
基
盤
と
い

こ
と
に
な
る
。

一
時
は

G
N
P
の
五
％
を
占
め
、
外
貨
獲
得
に
大
き
な
意
味
を
持

な
る
。

0
年
代
と
八

0
年
代
の

同
じ
年
の
無
立
木
面
積
が
五

0
万
h
a
で
あ
っ
た
の
で
、

無
立
木
で
な
い

面
積
は
同
じ
期
間
に
一
七

0

0
万
h
a
か
ら
九

0

0
万
h
a
へ
減
少
し
て
い
た
こ
と
に

フ
ィ
リ
ビ
ン
の
国
土
面
積
は
三

0
0
0
万
h
a
な
の
で
森
林
率
は
三

0
％
と
言
う

「
森
林
」

「
森
林
」

の
減
少
は
一
五

0
万
h
a
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

同
じ
統
計
で
六
八
年
の
値
を
見
る
と

「
森
林
」
面
積
は
一
七
五

0
万
h
a
で
、

七

「
森
林
」

に
無
立
木
が
七

0

0
万
h
a
含
ま
れ
て
い
る
。

森
林
管
理
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

一
九
八
六
年
に
一
六

0

0
万
h
a
と
計
上
さ
れ
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
「
森
林
」

は
国
有
地
で
あ
り
、
無
立
木
地
を
含
ん
で
い
る
。

「
森
林
で
あ
る
べ
き
」

と
判
断
さ
れ
る
土
地
を
指
し
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

が
一
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

法
律
上
の

「
森
林
」

と
は
地
目
上
の
森
林
で
あ
り
、

を
見
る
際
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

法
律
上
の

「
森
林
」

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が

四、

林
業
と
環
境
問
題
—
木
材
輸
出
と
森
林
減
少
—

発
展
途
上
国
な
ど
の
森
林
の
統
計

と
生
態
学
上
の
森
林

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

人
口
増
に
少
な
く
と
も
見
合
う
、

出
来
れ
ば
そ
れ
を
上
回
る
土
地
生
産
性
の
増
大

少
の
増
大
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

耕
作
地
の
拡
大
が
期
待
で
き
な
い
の
で
、

て
も
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
、

今
後
は
米
の
一
人
当
り
消
費
最
は
多

り
ヽ

人
当
た
り
米
消
費
量
は
九
三
・
六

kg
で
‘
一
日
に
換
算
す
る
と
二
五
五

g
程
度
で
あ

南
部
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
主
要
穀
類
と
す
る
地
域
が
あ
る
こ
と
を
割
り
引
い
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が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

よ
う
に
起
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
言
う
の
も
確
か
で
あ
る
。

ひ
い
て
は
丸
太
輸
入
に
も
森
林
減
少
の
責
任
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

た
焼
き
畑
移
動
耕
作
民
が
焼
き
畑
を
行
わ
ず
に
生
活
を
し
て
行
け
る
よ
う
な
経
済

開
発
、
特
に
農
業
開
発
を
積
極
的
に
援
助
し
て
行
く
こ
と
も
先
進
国
と
し
て
責
任

太
輸
出

ろ
う
と
言
う
の
も
確
か
で
あ
ろ
う
が

ま

そ
う
し
た
意
味
で
丸

丸
太
輸
出
が
な
け
れ
ば
森
林
減
少
が
こ
の

焼
き
畑
移
動
耕
作
が
な
け
れ
ば
、

森
林
減
少
が
こ
の
よ
う
に
起
き
な
か
っ
た
だ

ニ
ズ
ム
の
表
れ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

た
丸
太
輸
出
と
森
林
減
少
の
時
期
的
な
「
づ
れ
」
も
こ
う
し
た
森
林
減
少
の
メ
カ

払
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
見

開
か
れ
た
原
生
林
に

違
法
伐
採
が
入
っ
た
り
移
動
耕
作
に
よ
っ
て
森
林
が
焼
き

つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
て
よ
い
。

森
林
の
減
少
は
輸
出
用
丸
太
の
生
産
に
よ
っ
て

あ
り

森
林
の
質
の
低
下
に
は
つ
な
が
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
森
林
の
減
少
に
は

実
際
、

輸
出
用
丸
太
の
生
産
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
高
々
一

0
本
程
度
の
伐
採
で

は
資
源
の
制
約
に
よ
り
減
少
に
転
じ
七
五
年
に
は
三

0

0
万
立
米
と
な
っ
て
い
る
。

輸
出
が
減
少
し
て
い
る
の
に
森
林
の
減
少
が
お
さ
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。

一
九
七

0
年
以
降
の
森
林
面
積
の
動
向
と
丸
太
輸
出
の
動
向
を
見
る
と
‘
丸
太

立
米
、
七

0
年
に
七

0

0
万
立
米
と
増
大
を
続
け
る
が

こ
の
頃
か
ら
お
そ
ら
く

す
が
、

日
本
へ
の
丸
太
輸
出
は
六

0
年
に
一
―

1
0
0
万
立
米

六
五
年
に
六

0

0
万

五

0
年
代
の
後
半
か
ら
日
本
へ
の
丸
太
輸
出
が
ブ
ー
ム
を
も
た
ら

七

0
年
以
降
と
区
切
っ
た
の
は
、

―
つ
に
は
デ
ー
タ
の
制
約
に
よ
る
の
だ
が
、

で
あ
る
。

以
降
も
相
当
な
勢
い
で
森
林
の
減
少
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ

日
本
へ
の
丸
太
輸
入
が
こ
の
頃
か
ら
急
激
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
か

ら
で
も
あ
る
。

0
万
h
a
、
八
八
年
は
六
五

0
万
h
a
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

何
れ
に
せ
よ
‘

七
0
年

ン
グ
を
用
い
た
森
林
資
源
調
在
に
よ
れ
ば
、

一
九
六
九
年
の
森
林
面
積
は
一

0
五
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胆
な
人
口
政
策
の
転
換
を
計
っ
た
。

す
な

（
一
九
八
一
ー
八
五
年
）

の
後
半
に
、
大

済
発
展
を
達
成
す
る
た
め
、
第
四
次
計
画

す
た
め
の
市
場
人
口
の
増
大
を
計
り
、

経

し
か
し
、

工
業
化
促
進
と
購
売
力
を
満

口
抑
制
の
成
果
を
上
げ
た
。

普
通
出
生
率
は
設
定
目
標
を
上
回
り
、

人

口
抑
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
た
。

第
二

次
計
画
(
-
九
七
一

i
七
五
年
）
以
降
、

ロ
増
加
率
を
低
下
さ
せ
る
た
め
の
国
家
人

九
六
六
年
に
家
族
計

画
法
を
制
定
し
、

人

と
労
働
力

マ
レ
ー
シ

マ
レ
ー
シ
ア
は

は
じ
め
に
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表 1

表

2
か
ら
わ
か
る
通
り
、

マレーシア：地域別総人口、年央推計

(1970年、 1975年、 1980-1986年）

マ
レ
ー
半
島
と
サ
ラ
ワ
ク
州
に
比
ベ
サ
バ
州
の
人
口

人口増加率と地域別人口分布
度 年加率平均（増％） マレー半島 増加率％ 増加率％ 

: 
増加率％ 年 マレーシア

（） 
サ ノゞ

（） 
サラワク

（） 

1970 10,864 2.5 9,147 688 1,029 

1975 12,248 
！ 

2.5 I I I. 10,251 2.4 833 4.2 1,164 2.6 

1980 13,764 2.6 11,442 2.3 1,013 4.3 1,309 2.5 

1981 14,128 2.6 11,735 2.6 1,051 3. 7 1,342 2.5 

1982 14,507 2.6 12,039 2.6 1,092 3.9 1,376 2.5 

1983 14,888 2.7 12,345 2.6 1,134 3.8 1,409 2.4 

1984 15,270 2.6 12,651 2,5 1,777 3.8 1,442 2.3 
！ 

1985 15,681 2.6 12,981 2.5 1,223 3.8 1,477 2.4 

1986 16,105 2.6 13,324 2.6 1,271 3.9 1,513 2.4 

万
人
で
あ
る
。

で
一
、
五
七

0
万
人
と
一
、
六
一
〇

シ
ア
の
総
人
口
は
そ
れ
ぞ
れ
概
算

度
及
び
一
九
八
六
年
度
の
マ
レ
ー

消
実
に
増
加
し
た
。

一
九
八
五
年

に
低
下
し
た
こ
と
で
国
内
人
口
が

速
な
低
下
に
比
べ
出
生
率
が
徐
々

マ
レ
ー
シ
ア

で
推
移
し
て
き
た
。

死
亡
率
の
急

示
さ
れ
た
よ
う
に
年
平
均
約
二
％

ー
シ
ア
の
人
口
増
加
率
は
表
ー
に

一
九
七

0
年
代
後
半
か
ら
マ
レ

人
口
増
加
率

る。
慟
力
人
口
に
つ
い
て
以
下
紹
介
す

を
基
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
人
口
と
労

本
協
会
は
最
近
入
手
し
た
資
料

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

口
政
策
は
ど
の
よ
う
な
軌
跡
を
辿

ヽ

は
た
し
て

い
う
も
の
で
あ
る
。

0
万
人
の
人
口
規
模
の
達
成
」

マ
レ
ー
シ
ア
の
人

わ
ち

と

「ニ―
0

0
年
に
七
、

0

0
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表2 マレーシア：民族別推計人口

(1980 - 1990) 

1980 1985 1990 198611) 年平均増加率
民 族 > .. c・ ... 

('000) (%) ('000) (%) ('000) (%) ('000) 
↓^̂ ' 

マレー半島 11,473 100.0 12,983 100.0 14,605 100,0 13,324 

(%) (82.7) '(82. 7) 

I''"' 
(82. 7) 

マレ一人とその他のBumiputra人 6,325 55 .1 7,335 56.5 8,493 58.1 7,588 

中 国 人 3,894 33_9 I 4,258 32.8 4,579 ,uiI '譴
イ ン ド 人 1,179 10.3 ! 1,311 10.1 1,441 9.9 1,334 

そ の 他 75 0. 7 79 0.6 92 0.6 84 

サ ノゞ 朴I 1,055 100.0 1,222 100.0 1,517 100.0 1,217 

（％） (7 .6) (7.8) 

I'" 
(7 .9) 

Bumiputra人(2)とその他 884 83.8 I I 1,039 85.0 1,308 86.2 1,084 

中 国 人 171 16.2, 183 15.0 209 13.8 187 

サラワク州 1,351 100.0 I ' 1,476 100.0 1,755 100.0 I I i i 1,514 
（％） (9. 7) (9.4) (9.8) (9,4) 

Bumiputra人(3)とその他 956 70.8 1,042 70.9 1,242 70.9 i 1,070 

中 国 人 395 29.2 431 29.1 490 27 .9 444 

マレーシア 13,879 100.0 15,681 100.0 I 17,877 100.0 16,109 

注 (l)1986年度半ばの推定人口

(2)サバ朴I、マレー半島の全ての原住民、 Sine・Natives、サラワク、川の原住民を含む。

(3)マレ一人、 Melanaus.!bans. Bidayuh. とその他の原住民を含む。

出典：第 5次マレーシア計画 (1986-1990)、マレーシア統計部
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(%) 1980-1985 
--- I ----

第4次計面月

！ 

100.0 I 2.5 2.4 

56.9 2.9 2.7 

32.4 ' 1 1. 7 2.0 

10.0 2 .1 2.3 

0.6 1. 9 2.1 

100.0 3.9 ＇ ＇ I ， 3.5 

！ 

85.3 4.2 3.8 
＇ 

14.7 I I !, 2.2 2.0 
100.0 2. 7 2.4 

70. 7 2.8 2.5 

29.3 2.3 2.1 

100.0 2.6 2.5 

（％） 

1986-1990 

2.4 

3.0 

1.5 

1. 9 

2 .1 

3.4 

3.7 

1. 9 

2.6 

2.8 

2.0 

2.5 



表 3 マレーシア：地域別・年齢層別人口 (1980-1990) 

1980 1985 i 1990 1年平均増加率（％）
年 齢 屑

， ('000) (%) 
-.. -・ 人ふ..ふ........---

('000) (%) ('000) (%) 1980-1985 1986-1990 
I・・ ... ~~＾ 

マレー半島 11,473 100.0 12,983 100.0 I 14,605 100,0, ＇ 2.5 2.4 

0 - 14 4,484 39.1 4,843 37.3 5,263 36.0 1.5 1. 7 

15 - 64 6,564 57 .2 7,660 59.0 8,779 60.1 2.9 2.9 

65 425 3. 7 480 3. 7 563 3.6 2.3 3.3 

サ ノゞ 州 1,055 1,222 100.0 1,517 100,0 3.9 3.4 

0 - 14 471 44.6 549 44.9 667 44.0 4.0 3.0 

15 - 64 565 53.6 649 53.1 816 53.8 4.0 4.0 

65 19 1.8 24 2.0 34 2.2 6.3 5.4 

サラワク州 1,351 100.0 1,476 100.0 755 100.0 2. 7 2.6 

0 - 14 587 43.5 608 41.2 684 39.0 1.6 1.4 

15 - 64 717 53.0 815 55.2 1,006 57 .3 3. 7 3.6 

65 47 3.5 35 3.6 65 3, 7 3,0 3.4 

マレーシア 13,879.2 100,0 15,681 100.0 17,876 100.0 2.6 2.5 

0 - 14 5,542.5 39.9 6,000 38.3 6,614 37.0 1. 7 1.8 

15 - 64 7,846 56.6 9,124 58.2 10,661 59.3 3.4 3.1 

65 491.1 3.5 557 3.5 661 3.7 2.5 3,4 

出典：第 5次マレーシア計画

州
の
増
加
率
の
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

年
間
増
加
率
の
地
域
間
格
差
は
今
後

は
三
・
七
％
か
ら
四
・
ニ
％
で
あ
っ
た
。

自
然
増
加
率
が
高
い
こ
と
に
加
え
、

イ
ン

共
に
年
三
％
以
下
の
増
加
率
を
記
録
し
た
の
に
対
し
、
サ
バ
州
の
年
平
均
増
加
率

増
加
率
が
高
か
っ
た
。

一
九
七

0
年
以
後
半
以
来
、

マ
レ
ー
半
島
と
サ
ラ
ワ
ク
州

ド
ネ
シ
ア
人
お
よ
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
移
住
者
が
サ
バ
州
に
流
入
し
た
こ
と
が
同

も
継
続
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
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の
中
国
人
が
居
住
し
て
い
た
。

一
九
八
六
年
度
概
算
人
口
で
は
‘

B
u
m
i
p
u
t
e
r
a
 

る。

一
九
八
五
年
、

サ
バ
州
に
は
約
一

0
四
万
人
の

B
u
m
i
p
u
t
e
r
a

マ
レ
ー
半
島
が
総
人
ロ
一
、
三
三

0
万
人
と
最
大
の
人
口
密
集
地
帯
で
あ
り
、
次
い

レ
ー
半
島
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
居
住
者
は
‘
一
九
八

0
年
の
八
三
・
一
％
か
ら
一
九
八

マ
レ
ー
半
島

ド
人
で
あ
っ
た
。

一
九
八
五
年
、

一
九
八
五
年
の
七
四
三
万
人
か
ら
三
・
四
％
増
加
し
、
一
九
八
六
年
に
は
七

に
上
る
中
国
人
は
一
九
八
六
年
度
に
は
人
口
の
三
二
•
四
％
を
占
め
る
に
至
り
、
一

九
八
五
年
の
一
•
四
％
増
と
な
っ
た
。
総
人
ロ
一
―
―
―
三
万
人
の
イ
ン
ド
人
社
会
は
マ

レ
ー
半
島
の
人
口
の
約
一

0
・
O
％
を
占
め
、
一
九
八
五
年
の

一
•
八
％
増
と
な
っ

サ
バ
州
の
人
口
の
大
半
が
様
々
な
土
焙
民
で
、
人
口
の
八

O
・
0
％
以
上
を
占
め

九
万
人
と
な
っ
た
。

と
一
八
万
人

の
人
口
比
率
が
一
九
八
五
年
の
八
五

・
O
％
か
ら
八
五
・
三
％
に
増
加
し
て
一
〇
八

万
人
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
中
国
人
人
口
は

0
・
三
％
減
少
し
て
一
四
・
七
％
の
一

(b) 

サ

，＜ 

州

こ。f
 

五
九
万
人
に
達
し
た
。

こ
れ
は
総
人
口
の
五
六
・
九
％
に
相
当
す
る
。
四
三
二
万
人

数
は
、
推
定
人
口
統
計
に
基
づ
く
と
‘

一
九
八
六
年
に
マ
レ
ー
半
島
在
住
マ
レ
ー
人
の

（
表

3
)

総
人
口
の
五
六
•
五
％
が
マ
レ
ー
人
、
三
ニ
・
八
％
が
中
国
人
、

I
O
・
l
 ％
が
イ
ン

マ
レ
ー
半
島
の
人
口
は
主
に
三
つ
の
民
族
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

(a) 

地
域
に
よ
り
人
口
の
民
族
構
成
比
は
異
な
る
。

民

族

構

成

六
年
の
八
ニ
・
七
％
と
毎
年
減
少
し
続
け
て
い
る
。

で
一
五

0
万
人
の
サ
ラ
ワ
ク
州

一
三

0
万
人
の
サ
バ
州
で
あ
っ
た
。

し
か
し
マ

地
理
的
に
人
口
分
布
を
見
る
と

一
九
八
六
年
度
半
ば
の
人
口
見
積
も
り
で
は
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時
期
に
は
三
・
七
％
に
ま
で
増
加
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

年
、

ヽ

一
方

ヽ

し
か
し

若
年
層
の
非
労
働
者
層
は
一
九
八

0
年
の
三
九

総
人
口
の
五
八
・
七
％
と
な
っ
た
。
こ
の
年
令
層
の
国
民
人
口
は
第
五
次
計
画
期
間

（
一
九
八
六
ー
一
九
九

0
)
中
に
年
率
三
•
一
％
の
割
合
で
増
加
し
、
一
九
九

0
年

に
は
一
‘
七
九

0
万
人
の
内
の
五
九
・
三
％
（
一
、

0
六

0
万
人
）
を
占
め
る
に
至
る

一
五
才
以
下
及
び
六
五
才
以
上
の
非
労
働
者
層
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

0
年
度
に
は

0
ー
―
四
オ
が
人
口
の
三
九
・
九
％
を
占
め
、
六
五
オ
以
上
は
わ
ず
か

三
•
五
％
で
あ
っ
た
。

九
％
か
ら
一
九
八
五
年
に
は
三
八
・
三
％
に
減
少
し
、
一
九
九

0
年
に
は
さ
ら
に
三

七

・
O
％
ま
で
減
少
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
同
国
の
家
族
計
画
ヤ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
成
果
の
表
れ
と
言
え
る
。

六
五
オ
以
上
の
人
口
比
率
は
一
九
八
〇

一
九
八
五
年
共
に
三
•
五
％
と
同
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
が
、
第
五
次
計
画
の
終
了

一
九
八

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
六
年
に
入
り
こ
の
年
令
層
の
増
加
率
は

O・
ニ
％
増
加
し
て
九
四
五
万
人
、

増
加
し
て
九
―
二
万
人
と
な
り
、
一
九
八
五
年
度
総
人
口
の
五
八
・
ニ
％
を
占
め
た
。

六
％
に
相
当
し
た
。

第
四
次
計
画
期
間
中
(
-
九
八
一

1
八
五
年
）

は
三
・
四
％

が
表
か
ら
わ
か
る
。

七
八
四
万
人
の
労
働
者
は
一
九
八

0
年
に
は
総
人
口
の
五
六

の
総
人
口
の
五

O
・
O
％
以
上
が

一
五
オ
か
ら
六
四
オ
の
労
働
者
層
で
あ
る
こ
と

年
齢
分
布
は
表

3
に
示
す
よ
う
に
三
つ
の
主
な
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
。

国

年
齢
分
布

総
人
ロ
一
五
一
万
人
の
内
の
二
九
•
三
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

サ
ラ
ワ
ク
州

サ
ラ
ワ
ク
州
の
民
族
分
布
パ
タ
ー
ン
は
サ
バ
州
に
似
て
い
る
。

の
中
国
人
で
あ
っ
た
。

し
か
し
一
九
八
六
年
に
は
中
国
人
の
人
口
比
率
が
増
加
し
、

B
u
m
i
p
u
t
e
r
a
 
の
人
口
は
一

0
四
万
人
と
七

0
•
九
％
を
占
め
‘
残
り
が
四
三
万
人

は

B
u
m
i
p
u
t
e
r
a
s

が
人
口
の
七

0
％
以
上
上
を
占
め
る
。

(cl 

一
九
八
五
年
‘

サ
ラ
ワ
ク
州
で
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で
は
女
性
の
人
口
が
男
性
を

0
•
九
％
上
回
っ
た
。

人
で
、

女
性
人
口
の
七
九

0
万
人
を
僅
か

六
％
上
回
る
。

一
方
、
労
働
年
令
層

女
の
比
率
は
は
ば
同
じ
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

男
性
の
人
口
は
推
定
八
―
二
万

一
九
八
六
年
の
総
人
口
は
‘
表

4
が
示
す
通
り
、
概
算
一
、
六

性
別
人
口

表4 マレーシア：地域別・人口と性別年齢構成、 1986年度（推定）

一万人で、男 男 性 I ' 女 性 ムロ 計
年 齢 層 > 

('000) (%) ('000) (%) ('000) (%) 
.... 

マレー半島 6,686.4 100.0 6,637.3 100.0 13,323.7 100.0 

0 - 14 2,537.9 38.0 2,416.3 36.4 4,954.2 37.2 

15 - 64 3,905.9 58.4 3,986.0 60.1 7,891.9 59. 2 

64+ 242.6 3.6 ； 235.0 3.5 477.6 3.6 

サ ノゞ 州 666.0 100.0 

I 

605.0 100.0 

I 

1,271.0 100.0 

0 - 14 290.5 43.6 271.5 44.9 562.0 44.2 

15~64 359.6 54.0 319.2 52.8 678.8 53.4 

64+ 15.9 2.4 14.3 2.3 30.2 2.4 

I 

サラワク州 764.0 100.0 749.9 100.0 1,513.9 100.0 

0 - 14 294 .1 38.5 276.0 36.8 570 .1 37 .6 

15 - 64 438.9 57 .4 442.1 59.0 881.0 58.3 

64+ 31.0 4.1 31.8 4.2 62.8 4.1 

マレーシア 8,116.4 100,0 7, gaz. 2 100.0 16,108.6 100.0 

0 - 14 3,122.5 38.5 2,963.8 37 .1 
＇ 
6,os6.3 I ！ 37.8 

15 - 64 4,704.4 58.0 

I 冬洛

4,747.3 39,4 9,451.7 58.7 

64+ 289.5 3.5 281.1 3.5 ＇ 570.6 3.5 

出典：クアラルンプール統計部
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表5 マレーシア：労働力人口増加率

出典：第 5次マレーシア計画 (1986-1990)

1980-1990 

齢 層
1980 1985 1980 年平均増加率（％）

年 ←~一~• -・・・c・・・・ •• 

('000) (%) ('000) (%) ('000) （％） 1981-1985 1986-1990 

100.0 l I ' 4,907.6 

, ..  

マレー半島 4,259.8 100.0 5,603.3 100.0 2.9 2. 7 

15 - 19 556. 7 13.1・533.6 10.9 525.6 9.4 -0.8 -0.3 

20 - 34 2,044.6 48.0 2,427.8 49.5. 2,780.8 49.6 3.5 2.8 

35 - 44 831.3 19.5 992. 7 20.2 1,198.4 21.4 3.6 3.8 

45 - 54 559.3 13.1 654 .1 13.3 756.2 13.5 3.2 2 .. 9 

55 - 64 267 .9 6.3 299.4 6.1 , 342.3 6.1 2.2 2. 7 

サ ノゞ 州 373.4 100.0 448.4 100.0 536.3 100.0 3. 7 3.6 

15 - 19 48,8 13.1 51.0 11.4 63.3 11.8 1.1 4.4 

20 - 34 192.5 51. 5 233, 7 52.1 266.4 49. 7 I 4.0 2. 7 

35 - 44 68.2 18.3 85.0 19.0 112.1 20.9 4.5 5.7 

45 - 54 42.8 11.5 53.4 11. 9 64.1 n.o 4.5 3,7 

55 - 64 21. 5 5. 7 25.3 5,6 30.4 5. 7 3.3 3.7 

サラワク州 475. 7 100.0 561. l 100.0 658.3 100,0 3.4 3.2 

15 - 19 62.4 13. l 73.4 13.1 80.9 12.3 3.3 2.0 

20 - 34 218.6 46.0 I 264.4 47.1 318.1 48,3 3.9 3.8 

35 - 44 92. l 19.4, 109.3 19.5 129. 9 19.7 3.5 3.5 

45 - 54 
： 

12. 9 2.4 3.1 64.4 13.5 72.6 84.4 12.8 

55 - 64 38.2 8.0: 41.4 7.4 45.0 6.9 1. 6 1. 7 

マレーシア 5,108.9 100.0 5,917.1 100.0 6,797.9 100.0 3.0 2.8 

15 - 19 667 .5 13.1 i 658.0 11.1 669.8 9.9 ~o.3 -0.4 

20 - 34 2,455.7 48.1 2,925.9 49.4 3,365.8 49.5 3.6 2.8 

35 - 44 991.6 19.4 1,187 ,0 20.1, I 1,440.4 21. 2 3.7 3,9 

45 - 54 666.5 13.0 780.1 13.2 904.7 13.3 3.2 3.0 

55 - 64 327 .6 6.4 366.1 6.2 417.7 6.1 2.2 2. 7 

は
ヽ

労
働
人
口
は
年
ニ
・
八
％
の
率
で
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。

四
％
が
労
働
力
人
日
と
な
る
。

表

6
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
第
五
次
計
画
期
間
中

字
を
三
・
六
％
上
回
っ
た
。

総
人
口
の
内
の
六

0
八
万
人
、
ま
た
は
総
人
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労
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マ
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第
五
次
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中
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サ
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労
働
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の
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六
％
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加
率
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録
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サ
ラ
ワ
ク
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。

表

5
に
見
ら
れ
る
よ
う

の
年
間
増
加
率
に
は
地
域
格
差
が

労
慟
者

よ
り
も
早
い
速
度
で
増
加
し
た
。

年
、
二
•
五
％
と
総
人
口
の
増
加
率

ー
六
四
オ
）

お
よ
び
労
働
者
は
同

表6

マレーシア： 1985-1987年及び1990年の

労働力人口

年 度
/ロ>. 計 年平均(%増)加率
('000) 

1985 5,917 2.8 

1986 6,083 2.8 

1987 6,250 2.8 

1990 6,797 2.8 

出典：連邦財務省、経済報告

第5次マレーシア計画 (1986-1990)
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いマ l フ ド理 議枇作挑名ジの
て レル オ環ネ事 紀 -凧［器ロァ 調整 経

l ホ l 境シ長 に I 所的 委 験
シテラ大ア- 向 長視

アルム臣人 け 生-点 会貝
-運-口 て苔
シ帝口 のが 委

リ委開 戦い 貝
ア貝発 略の 長
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! 

！ 量．鴫謬／瓢崖鸞喜信喜瓢響瓢冒
3 日木の人口転換と農村開発

! 
Demographic Transition in Japan and Rural Deve- l 
lopment (英語版）

! 
！ 

昭和58年度 i 
! ! 1. 中華人民共和同人口家族計画某礎調往報告井 l 

4 . Survey of Fertility and Li可ngStandards in Chinese 

! 
. l 

Basic Survey on Population and Family Planning Rural Areas -Data - All the households of two ! in the People's Republic of China (英語版） villages in Jilin Province surveyed by questionnaires l 
l 

生育率和生活水平芙系中 R合作淵森研究根告お （英語版） ！ 

! 
（中国語版） 芙干中国衣村的人口生育率り生活水平的渭府根告

l 
一対干吉林省団令村逍行全戸面談ii輝的砧果ー ！ 

i ―琉汁項＝ （中同語版） i 
！ 昭和59年度
! I. アジア諸国の農村人口と農党開発に関する調査報告甚 ！ 
! 

5. スライト 日本の農業、農村開発と人口 ！ 
インド田

！ 
その軌跡― (cl本語版） i 

Report on the Survey of Rural Population and 
Agricultural & Rural Development and, Population 

! 
Agricultural Development in Asian Countries 

in Japan (英語版）
！ 

India (英語版） i 
！ 日本衣北衣村的友展和人口的推移（中国語版）

! ! 2 . 東南ア／ア諸国等人口• 開発枯礎調査報告苔 Perkembangan Pertanian, Masyarakat Desa Dan I 
！ タイ国一一

Kcpendudukan Di Japang (インドネシア語版）

! 
! 

Report on the Basic Survey of Population and Deve- (以上4カ国版スライトは、日本産業教育スライドコ ! ! lopment in Southeast Asian Countries ンクールにて優秀賞を受賞しました。）

l Thaila"d I 
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